
機械化工養の組立てについては生産性睹景,生澹性比容,稅動状況,人員流動性,人員構成の 

願％表を作成して,生摩・工程ネットワークの中に技術礙として遭宜持込める悪券がとれる方法 

の検討,このための4 5年は集材!兹関係,トラクタ便係を主にする。
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3 3.奥地林野火災の空中消火における薬剤散布法

I試験担当者

本福防災都防災第二研究室長 井上 桂ほか

2•試験目的

岫> の主な地形•植生•林分状態別の空中からの適正な消火剤散布法を見いだす。

3.昭和4 4年度の経過とえられた結果

関連研究は二つあり.'、央地林野火災の消防法"(善別会針,昭和43〜45年の予定であっ 

たが,腳取よる煎陟£を行なうため4 4年で打ち切り)で纣開放油における址表火の她上から 

の消火法について研究し,扯形,可燃物の種類・母と有効散布景•散布韓などとの関係を検討し 

てきたが,昨您の三政大火を契极として空中消火法の研究の必要性が叫ばれ,特諏裁(昭和4 4 

保単年度)による”林野火災の空中消火に関する研究"を消防研究所との共冋で実稔することと 

なった〇

当面の目疚としては地形.林相•樹靜別の適正械布法を見いだすことにおき,室内実験(各稀 

可燃物に対す,る放布席度ごとの消火および延剛止効果,風速•傾斜のそれに対する影啓など) 

野外消火剤散布試験(主な堆形・林相•樹種別の散布密度と付浩帰.分布葩囲との関係),野外 

消火試験(主な林相別の即接・直接空中消火試験)を計面した。

しかしながら,初期的な硏究段階にあるため,あらゆる而で未知の間逝点が多く,特に野外消 

火剤散右試臉では助(i器の訓整鱗说が十分に作够ず,港図した試酚データが德られなかづた。 

批・室内実験においても未解決のf用題点が残・。そのため,空中消火法の当而の技術的倒g点 

を辭明し,実用化の見通しをうるためには残された間題庶を解明しなければならない〇

4.昭和4 5年度の試験計画

空中消火の重点を間接消火におき.

1)呀外弑験では址・形(緩・急),植生・林分状態(スや,ヒノキ各2D年生の林とササ地) 

ごとの有効散布密度およびイ柿聚分布を検討する。なお,散布ヘリコプターはバートル1〇 7 

ベル4 7 Gを便用する。
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2 )室内夹盼は各種啲物・嵐速・佩斜に応じた尴姗莱務.桨域を見いだすため,消防研究所施


